
事 業 計 画 

 

経理単位名 概     要 

 

総 括 

 

１ 連合会を組織する組合の数及び組合員の数 

   (1) 組合の数       ６４組合 

   (2) 組合員の数   ２，８７２千人 

      地 方 職 員 共 済 組 合                 314,941人 

      公 立 学 校 共 済 組 合                 963,071人 

      警 察 共 済 組 合                 299,529人 

      東 京 都 職 員 共 済 組 合                 124,328人 

      すべての指定都市職員共済組合  1,170,000人 

      及びすべての市町村職員共済組合                

          合    計      2,871,869人 

２ 連合会の役員及び職員の数 

   (1) 役員 理事長１人、理事８人、監事３人 計１２人 

   (2) 職員 ７６人 

 

収支の予定 

１ 収 入   168,561,303千円 （500,784,394千円） 

ア 国家公務員共済組合法第102条の2及び第102条の3の規定に基づ

き、国家公務員共済組合連合会より拠出を受ける財政調整拠出金

受入金108,265,445千円を見込むものとする。 

イ 地方公務員等共済組合法（以下「法」という。）第38条の8第2項

の規定に基づき組合から払い込まれる組合払込金3,148,259千円

を見込むものとする。 

ウ 資金の運用による信託の運用益57,147,598千円を見込むものと

する。 

２ 支 出    210,592,100千円 （186,720,995千円） 

   ア 厚生年金保険法第84条の5の規定に基づき、当連合会が年金特別

会計に対して拠出する厚生年金拠出金のうち当連合会が負担する

厚生年金拠出金負担金178,332,380千円を見込むものとする。 

 イ 法第38条の8第3項の規定に基づき、厚生年金拠出金等に要する

資金が不足すると認められる組合に対し交付する、組合交付金

30,169,000千円を見込むものとする。 

ウ 地方公務員等共済組合法施行規則（以下「施行規則」という。）

第11条の5の2の規定に基づく業務経理への繰入金2,090,720千円

を見込むものとする。 

３ 収支損益 

   収 入 総 額  168,561,303千円 

   支 出 総 額  210,592,100千円 

   当 期 損 失 金   42,030,797千円 

（注）（  ）書きの数値は、平成３０年度推計額である。

厚生年金保険

給付調整経理 



経理単位名 概     要 

  

当期損失金は、期首厚生年金保険給付調整積立金見込額

10,053,473,851千円から差し引くこととし、翌年度へ繰り越す厚生年金

保険給付調整積立金は、10,011,443,053千円となる見込みである。 

  

収支の予定 

１ 収 入   14,330,107千円 （14,474,315千円） 

   ア 国家公務員共済組合法第102条の2及び第102条の3の規定に基づ

き、国家公務員共済組合連合会より拠出を受ける財政調整拠出金

受入金346,914千円を見込むものとする。 

イ 法第38条の8の2第2項の規定に基づき組合から払い込まれる組

合払込金13,814,878千円を見込むものとする。 

ウ 資金の運用による信託の運用益168,315千円を見込むものとす

る。 

２ 支 出       510,774千円 （372,006千円） 

    施行規則第11条の5の2の規定に基づく業務経理への繰入金510,774

千円を見込むものとする。 

３ 収支損益 

   収 入 総 額   14,330,107千円 

   支 出 総 額    510,774千円 

   当 期 利 益 金   13,819,333千円 

当期利益金は、期首退職等年金給付調整積立金見込額47,697,162千円

に加算することとし、翌年度へ繰り越す退職等年金給付調整積立金は、

61,516,495千円となる見込みである。 

  

収支の予定 

１ 収 入    59,231,419千円 （358,301,672千円） 

ア 資金の運用による利息及び配当金560,368千円を見込むものと

する。 

イ 資金の運用による信託の運用益58,671,051千円を見込むものと

する。 

２ 支 出    59,130,646千円 （37,583,566千円） 

ア 一元化法附則第75条の3において準用する法第38条の8の2第3項

の規定に基づき、地方の組合の経過的長期給付に要する資金が不

足していると認められる組合に対し交付する、組合交付金

58,921,000千円を見込むものとする。 

イ 施行規則附則第4条の2第3項において準用する施行規則第11条

の5の2の規定に基づく業務経理への繰入金209,646千円を見込む

ものとする。 

 

 

退職等年金給

付 調 整 経 理 

経過的長期給

付 調 整 経 理 

厚生年金保険

給付調整経理 



経理単位名 概     要 

  

３ 収支損益 

   収 入 総 額   59,231,419千円 

   支 出 総 額   59,130,646千円 

   当 期 利 益 金       100,773千円 

  当期利益金は、期首経過的長期給付調整積立金見込額10,449,562,574 

千円に加算することとし、翌年度へ繰り越す経過的長期給付調整積立金

は、10,449,663,347千円となる見込みである。 

  

収支の予定 

１ 収 入   6,304,299,402千円 （ 6,402,067,603千円） 

  厚生年金保険法第84条の5及び第84条の7の規定に基づき各組合及び当

連合会が負担する厚生年金拠出金負担金並びに同法第84条の3の規定に

基づき年金特別会計から交付される厚生年金交付金を見込むものとす

る。 

   ア 厚生年金拠出金負担金  3,060,405,948千円 

   イ 厚生年金交付金    3,243,893,454千円 

２ 支 出    6,304,299,402千円 （ 6,402,067,603千円） 

  厚生年金保険法第84条の5の規定に基づき年金特別会計へ納付する厚

生年金拠出金及び同法第84条の4の規定に基づき各組合へ交付する厚生

年金交付金支払金を見込むものとする。 

   ア 厚生年金拠出金     3,060,405,948千円 

   イ 厚生年金交付金支払金 3,243,893,454千円 

３ 収支損益 

   収 入 総 額      6,304,299,402千円 

   支 出 総 額      6,304,299,402千円 

  収入・支出総額とも同額であり、当期損益は生じない。 

   

収支の予定 

１ 収 入   1,543,730,804千円 （ 1,493,077,563千円） 

  国民年金法第94条の4の規定に基づき各組合が負担する基礎年金拠出

金負担金及び国民年金法等の一部を改正する法律（昭和60年法律第34

号）附則第35条第2項の規定に基づき年金特別会計から交付される基礎

年金交付金を次のとおり見込むものとする。 

   ア 基礎年金拠出金負担金  1,454,062,134千円 

   イ 基礎年金交付金      89,668,670千円    

 

 

 

 

 

厚 生 年 金 

拠 出 金 経 理 

基 礎 年 金 

拠 出 金 経 理 

経過的長期給

付 調 整 経 理 



経理単位名 概     要 

  

２ 支 出   1,543,730,804千円 （ 1,493,077,563千円） 

  国民年金法第94条の2第2項の規定に基づき年金特別会計へ納付する基

礎年金拠出金及び国民年金法等の一部を改正する法律の施行に伴う経過

措置に関する政令第60条に規定される施行規則第11条の15第1項の規定

に基づき各組合へ交付する基礎年金交付金支払金を次のとおり見込むも

のとする。 

   ア 基礎年金拠出金     1,454,062,134千円 

   イ 基礎年金交付金支払金   89,668,670千円 

３ 収支損益 

   収 入 総 額      1,543,730,804千円 

   支 出 総 額      1,543,730,804千円 

  収入・支出総額とも同額であり、当期損益は生じない。 

  

収支の予定 

１ 収 入   377,763千円 （ 1,495,011千円） 

  地方公務員等共済組合法施行規程（以下「施行規程」という。）第12

条の3の規定に基づき組合から預託されるものと見込まれる厚生年金保

険給付組合積立金等資金の運用による信託の運用益を次のとおり見込む

ものとする。 

   信託の運用益    377,763千円 （ 1,495,011千円） 

２ 支 出   377,763千円 （ 1,495,011千円） 

  組合に分配する支払利息を次のとおり見込むものとする。 

   支 払 利 息   377,763千円 

３ 収支損益 

   収 入 総 額   377,763千円 

   支 出 総 額   377,763千円 

  収入・支出総額とも同額であり、当期損益は生じない。 

  

施行規程第12条の3の規定に基づく組合から連合会への退職等年金給

付組合積立金等資金の預託については、見込まれないことから、予算を

計上しない。 

  

収支の予定 

１ 収 入   407,961千円 （ 1,659,081千円） 

  施行規程附則第1条の3において準用する施行規程第12条の3の規定に

基づき組合から預託されるものと見込まれる経過的長期給付組合積立金

等資金の運用による信託の運用益を次のとおり見込むものとする。 

   信託の運用益    407,961千円 

 

 

基 礎 年 金 

拠 出 金 経 理 

厚生年金保険 

預 託 経 理 

退 職 等 年 金 

預 託 経 理 

経 過 的 長 期 

預 託 経 理 



経理単位名 概     要 

  

２ 支 出   407,961千円 （ 1,659,081千円） 

  組合に分配する支払利息を次のとおり見込むものとする。 

   支 払 利 息   407,961千円 

 

 

 

 

 

３ 収支損益 

   収 入 総 額   407,961千円 

   支 出 総 額   407,961千円 

  収入・支出総額とも同額であり、当期損益は生じない。 

 

収支の予定 

１ 収 入  7,991,436 千円  （  8,824,974千円） 

  介護保険法第137条第1項の規定に基づき特別徴収義務者である組合が

徴収する介護保険料（同法第140条第3項において準用する同法第137条

第1項の規定に基づき徴収するものを含む。）を次のとおり見込むものと

する。 

   介護保険料納入金  7,991,436千円 

２ 支 出 7,991,436 千円  （  8,824,974千円） 

  介護保険法第137条第2項の規定に基づき市区町村へ納入する介護保険

料（同法第140条第3項において準用する同法第137条第2項の規定に基づ

き納入するものを含む。）を次のとおり見込むものとする。 

   介 護 保 険 料    7,991,436千円 

３ 収支損益 

   収 入 総 額     7,991,436千円 

   支 出 総 額    7,991,436千円 

  収入・支出総額とも同額であり、当期損益は生じない。 

  

収支の予定 

１ 収 入    55,561千円     （  64,743千円） 

 国民健康保険法第76条の4において準用する介護保険法第137条第1項

（介護保険法第140条第3項において準用する場合を含む。）の規定及び

地方税法第718条の4（同法第718条の7第3項において準用する場合を含

む。）の規定に基づき特別徴収義務者である組合が徴収する国民健康保

険料（税）を次のとおり見込むものとする。 

国民健康保険料（税）納入金   55,561千円 

２ 支 出   55,561千円     （  64,743千円） 

  国民健康保険法第76条の4において準用する介護保険法第137条第2項

（介護保険法第140条第3項において準用する場合を含む。）の規定及び

地方税法施行令第56条の89の11の規定に基づき市区町村へ納入する国民

健康保険料（税）を次のとおり見込むものとする。 

   国民健康保険料（税）         55,561千円 

 

国民健康保険 

経 理 

経 過 的 長 期 

預 託 経 理 

介護保険経理 



経理単位名 概     要 

  

３ 収支損益 

   収 入 総 額    55,561千円 

   支 出 総 額    55,561千円 

  収入・支出総額とも同額であり、当期損益は生じない。 

 

  後 期 高 齢 者 

  医 療 経 理 

 

 

収支の予定 

１ 収 入   9,318,457千円 （ 10,555,620千円） 

  高齢者の医療の確保に関する法律第110条において準用する介護保険

法第137条第1項（介護保険法第140条第3項において準用する場合を含

む。）の規定に基づき特別徴収義務者である組合が徴収する後期高齢者

医療保険料を次のとおり見込むものとする。 

   後期高齢者医療保険料納入金  9,318,457千円 

２ 支 出   9,318,457千円 （ 10,555,620千円） 

  高齢者の医療の確保に関する法律第110条において準用する介護保険

法第137条第2項（介護保険法第140条第3項において準用する場合を含

む。）の規定に基づき市区町村へ納入する後期高齢者医療保険料を次の

とおり見込むものとする。 

   後期高齢者医療保険料       9,318,457千円 

３ 収支損益 

   収 入 総 額    9,318,457千円 

   支 出 総 額    9,318,457千円 

  収入・支出総額とも同額であり、当期損益は生じない。 

  

収支の予定 

１ 収 入    3,764,700千円 （ 4,355,421千円） 

  地方税法第321条の7の6（同法第321条の7の8第3項において準用する

場合を含む。）の規定に基づき特別徴収義務者である組合が徴収する個

人住民税を次のとおり見込むものとする。 

   個人住民税納入金  3,764,700千円 

２ 支 出    3,764,700千円 （ 4,355,421千円） 

  地方税法施行令第48条の9の18の規定に基づき市区町村へ納入する個

人住民税を次のとおり見込むものとする。 

   個人住民税         3,764,700千円 

３ 収支損益 

   収 入 総 額    3,764,700千円 

   支 出 総 額    3,764,700千円 

  収入・支出総額とも同額であり、当期損益は生じない。 

 

 

 

国民健康保険 

経 理 

個 人 住 民 税 

経 理 



経理単位名 概     要 

   

収支の予定 

１ 収 入   6,257,382千円 （ 6,490,724千円） 

  連合会の業務に要する経費に充てるため、組合分担金、利息及び配当

金並びに厚生年金保険給付調整経理より繰入金等を次のとおり見込むも

のとする。 

 (1) 組合分担金        3,446,242千円 （ 3,653,216千円） 

    組合員１人当たり       1,200円 （    1,280円） 

(2) 厚生年金保険給付調整経理より繰入金 

                2,090,720千円 （ 2,240,589千円） 

(3) 退職等年金給付調整経理より繰入金 

                 510,774千円 （  372,006千円） 

(4) 経過的長期給付調整経理より繰入金 

                209,646千円 （  224,913千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 支 出   6,607,382千円 （ 6,064,043千円） 

  本年度の主な事業内容及びこれらに要する経費を次のとおり見込むも

のとする。 

 (1) 管理運営関係 

  ア 会議関係 

  （ｱ）運営審議会       ４回 （ ４回） 

  （ｲ）役 員 会       ４回 （ ４回） 

  （ｳ）監 事 会 議       ２回 （ ２回） 

  （ｴ）関係組合事務局長会議  ２回 （ ２回） 

  イ 事務処理システムの管理     72,389千円 （  50,336千円） 

 

(2) 委託業務関係 

  ア 年金事務機械化処理等 

   （ｱ）組合員等現況調査及び年    37,755千円 （  46,600千円） 

     金受給者生活実態調査 

（ｲ）基礎年金支払代行事務     89,274千円 （  59,800千円） 

  イ 標準システム等の開発・管理 

  （ｱ）標準システム       1,130,820千円 （  669,047千円）    

（ｲ）住民基本台帳ネットワーク 

利用システム         21,610千円 （    8,597千円） 

  （ｳ）情報共有化システム     1,164,674千円 （1,149,809千円） 

ウ 各種情報交換及び特別徴収     218,360千円 （  241,772千円） 

業務  

  エ 社会保障・税番号制度関係   1,749,686千円 （2,193,223千円） 

業務 

 

業 務 経 理 



経理単位名 概     要 

 

 

 

  オ 長期給付額推計システム       53,261千円 （ 143,209千円） 

サーバ対応 

カ 年金払い退職給付関連シス     193,827千円 （ 55,149千円） 

テム 

キ システム開発等進捗管理等     327,980千円 （ 153,820千円） 

 

 (3) 調査研究事業関係 

  ア 組合職員研修事業 

  （ｱ）年金事務担当者研修会         3,204千円 （  1,953千円） 

     及び年金制度説明会      

  （ｲ）年金問題セミナー       1,360千円 （   803千円） 

  イ 業務説明会等の開催  

     資金運用全国説明会        828千円 （    667千円） 

ウ 調査研究事業 

  （ｱ）資金運用・年金制度に関す    49,905千円 （  32,845千円） 

る調査研究等          

  （ｲ）資金運用委員会等       65,779千円 （  39,914千円）   

  （ｳ）リスク管理         68,121千円 （  62,282千円） 

 

(4) 普及事業関係 

  ア 広報誌の発行等        13,168千円 （  17,263千円） 

  イ 現況届パンフレットの作成    3,610千円 （  2,000千円） 

  ウ ホームページの管理        8,641千円 （   426千円） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 務 経 理 



経理単位名 概     要 

 

業 務 経 理 

  

３ 収支損益                   (単位：千円) 

科   目 平成 31年度（30年度推計） 

経 常 収 益      

 組 合 分 担 金           

 雑 収 入 

 利 息 及 び 配 当 金 

繰 入 金 

 

  3,446,242（ 3,653,216） 

       －（       －） 

－（       －） 

 

厚生年金保険給 付 

調整経理より繰 入 
2,090,720（ 2,240,589） 

退 職 等 年 金 給 付  

調整経理より繰 入 
510,774（  372,006） 

経 過 的 長 期 給 付  

調整経理より繰 入 
209,646（   224,913） 

計   6,257,382（ 6,490,724） 

当期損失金 

当 期 損 失 金 

 

350,000（         －） 

合 計   6,607,382（ 6,490,724） 

経 常 費 用      

 役員報酬・職員給与           

 旅 費 ・ 事 務 費           

 委    託    費 

 賃    借    料 

 調 査 研 究 費           

 普    及    費 

 負    担    金 

 そ    の    他 

 

   830,305（  666,358） 

    27,635（   19,971） 

   5,116,289（ 4,819,742） 

   210,865（  192,160） 

   211,926（  162,216） 

    31,138（   28,210） 

   154,366（  129,404） 

    24,858 （   45,982） 

計   6,607,382（ 6,064,043） 

当期利益金 

当 期 利 益 金 

 

－（   426,681） 

合 計   6,607,382（ 6,490,724） 
 

 


